
住宅の耐震改修を支援します
①耐震診断　～住宅の耐震性がどのくらいあるか診断します～

②耐震相談　～耐震改修の方法などの疑問に無料でお答えします～

③耐震改修　～補助金額を拡充、耐震改修の際にぜひご活用ください～

対 象住宅　昭和56年５月31日以前に着工され、在

来軸組工法で建築された２階建て以下の一戸建

て住宅または併用住宅

募集期間　第１次　９月30日 まで

　　　　　第２次　10月～12月（予定）

費用　診断者（建築士）の交通費として１，０００円

　（診断費用は無料です）

区分 １ ２ ３ ４

評価
耐震性が十分に確保

されている
倒壊する可能性がある 倒壊する可能性が高い

診断結果がこの範囲となった住宅は耐震改修補助金

の対象となります（昭和56年５月31日以前に着工さ

れた住宅は、この範囲の診断となることが多い）

診断結果は４段階で評価

対 象者　町主催の耐震診断を受けたかた、増改築に

併せて耐震改修したい

開催予定　第１回　10月

　　　　　第２回　令和４年２月

※住宅の間取り図や耐震診断結果などが必要です

対 象住宅　耐震診断の結果が、「３倒壊する可能性が

ある」「４倒壊する可能性が高い」だった住宅

募集期間　第１次　９月30日 まで

　　　　　第２次　10月～12月（予定）

※応募の状況によって第２次募集を行います

補 助金額　上限１００万円（耐震補修工事にかかる

費用の５分の４以内）※昨年度の上限は80万円

診断方法
診断者（建築士）が訪問し、間取り図や建物の状態

を確認して、耐震性を診断します


